
7677

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

絵
｜
１

お
お
み
や
じ
ん
じ
ゃ
の

さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
か
せ
ん
の
え
ま

　

江
戸
時
代
初
期

の
絵
師
、
土と

佐さ

光み
つ

起お
き

（
元げ

ん
な和

三
年
～
元

禄
四
年
〔
一
六
一
七

～
一
六
九
一
〕）
の

作
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

古
い
絵
馬
で
す

が
色
あ
せ
ず
、
保

存
状
態
も
非
常
に

良
好
で
す
。

　

現
在
は
熊
本
県

立
美
術
館
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
児
玉
）

小野小町紀貫之

大
宮
神
社
の
三
十
六
歌
仙
の
絵
馬

熊本市
県立美術館

絵画

　

江
戸
時
代
中
期

（
宝ほ

う
れ
き暦

九
〔
一
七
五 

九
〕
年
）
に
作
ら

れ
た
絵
馬
で
、
鍋

田
八
幡
宮
に
奉
納

さ
れ
た
も
の
で
す
。

狩
野
派
の
流
れ
の

絵
師
、
田
原
十
郎

左
衛
門
の
作
で
、

山や
ま
べ
の
あ
か
ひ
と

部
赤
人
や
伊
勢

な
ど
の
三
十
六
人

の
歌
仙
の
人
物
画

と
短
歌
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。（事

務
局
）

山部赤人伊勢中務

鍋
田
八
幡
宮
三
十
六
歌
仙
の
絵 

鍋田
博物館

83

絵画

P.141

絵
｜
２

な
べ
た
は
ち
ま
ん
ぐ
う

さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
か
せ
ん
の
え

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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79

市指定

所在地

地図

78

市指定

所在地

地図

霊
仙
寺
跡
釈
迦
如
来
坐
像

久原
霊仙

84

彫刻

P.141

彫
｜
１

り
ょ
う
ぜ
じ 

あ
と
し
ゃ
か
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

上
保
多
田
観
世
音
菩
薩
坐
像

保多田
観音堂

85

彫刻

P.141

彫
｜
２

う
え
ほ
だ
た 

か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ 

ざ
ぞ
う

　

鎌
倉
期
の
作
と
伝
わ
る
、
高
さ
三
十
八
㌢
で
、
ヒ
ノ
キ

造
り
の
坐
像
で
す
。
三
玉
の
霊
仙
公
民
館
の
中
に
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
霊
仙
寺
は
菊
池
則の

り

隆た
か

の
創
建
に
よ
る
も
の

で
、
天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
に
佐さ

さ々

成な
り
ま
さ政

の
時
に
焼

失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
森
本
）

　

高
さ
四
一
・
五
㌢
で
、
ヒ
ノ
キ
材
の
木
片
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら

れ
た
観
世
音
菩
薩
坐
像
で
す
。

　

眼
は
玉
眼
（
水
晶
・
珠し

ゅ
ぎ
ょ
く玉

・
ガ
ラ
ス
な
ど
を
細
工
し
て
は
め
込

ん
だ
眼
）
で
全
体
は
漆し

っ
ぱ
く箔
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長
い
間
、
室

町
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
（
二
○

一
三
）
の
保
存
修
理
の
際
、
内
部
に
墨
書
が
見
つ
か
り
、
延
宝
二

年
（
一
六
七
四
）
の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。　
（
轟
木
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

79

市指定

所在地

地図

78

凡
導
寺
跡
善
光
寺
式
一
光
三
尊
立
像

蒲生
凡導寺跡

86

彫刻

P.141

彫
｜
３

ば
ん
ど
う
じ
あ
と
ぜ
ん
こ
う
じ
し
き

い
っ
こ
う
さ
ん
そ
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

千
福
寺
跡
千
手
観
音
立
像

城
堂の原

87

彫刻

P.139

彫
｜
４

せ
ん
ぷ
く
じ
あ
と

せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

　

金こ
ん
ぴ
ら

比
羅
神
社
の
中
鳥
居
の
先
に
あ
る
お
堂
（
凡
導
寺
跡
）

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
享き

ょ
う
ほ
う保

十
八
（
一
七
三
二
）
年
の
作

で
、
高
さ
四
七
・
八
㌢
、
銅
鋳
造
り
の
三
尊
像
で
す
。
主
仏
は

阿あ

み

だ

に

ょ

ら

い

弥
陀
如
来
、
左
に
観か

ん
の
ん
ぼ
さ
つ

音
菩
薩
、
右
に
勢せ

い

し

ぼ

さ

つ

至
菩
薩
の
二
体
が
あ

り
ま
す
。
凡
導
寺
は
、
山
鹿
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
の
二
十
二
番

札
所
で
も
あ
り
ま
す
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
森
本
）

　

高
さ
一
七
〇
㌢
の
ヒ
ノ
キ
寄
木
造
の
仏
像
で
す
。
行ぎ

ょ
う
き基

に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
や
、
室
町
時
代
の
作
と
も
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
姿
形
か
ら
江
戸
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

千
福
寺
は
京
都
南な

ん

ぜ

ん

じ

禅
寺
の
末
寺
で
、
開
基
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
聖し

ょ
う
む武

天
皇
の
神じ

ん
き亀

四
（
七
二
七
）
年
八
月
十
八
日
建

立
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
本
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝

(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   79(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   79 2024/05/23   17:282024/05/23   17:28



81

市指定

所在地

地図

80

市指定

所在地

地図

坂
東
寺
跡
聖
観
音
坐
像

鹿本町
原部

88

彫刻

P.140

彫
｜
５

ば
ん
ど
う
じ
あ
と
し
ょ
う
か
ん
の
ん
ざ
ぞ
う

下
梶
屋
八
竜
宮
の
竜

鹿本町
下梶屋

89

彫刻

P.140

彫
｜
６

し
も
か
じ
や
は
ち
り
ゅ
う
ぐ
う
の
り
ゅ
う

　

ヒ
ノ
キ
材
の
高
さ
四
三
㌢
の
唐か

ら
よ
う様

（
中
国
明み

ん

代
）
の
仏
像
で
、

江
戸
前
期
（
寛か

ん
ぶ
ん文

～
元げ

ん
ろ
く禄

〔
一
七
世
紀
後
半
〕）
頃
の
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
腹
部
に
裳も

を
巻
き
つ
け
、
紐
を
結
び
、
し
の
ぎ
立

つ
眉
、
ヘ
ラ
耳
が
特
徴
で
す
。
坂
東
寺
は
山
鹿
三
十
三
観
音
め

ぐ
り
の
二
十
六
番
札
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
大
墨
）

　

江
戸
時
代
の
文
化

年
間
（
一
八
〇
四
～

一
八
一
七
年
）、
地
元

の
名
工
で
あ
っ
た
甚

三
が
、
あ
る
晩
、
竜

に
襲
わ
れ
る
夢
を
ヒ

ン
ト
に
彫
り
上
げ
た

と
い
わ
れ
る
飛
竜
の

彫
刻
で
、
形
相
は
人

に
迫
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。「
雲
を
呼
ぶ
竜
」

の
伝
説
と
し
て
、
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

お
宮
か
ら
抜
け
出
さ

ぬ
よ
う
、
天
井
に
釘

で
し
っ
か
り
打
ち
つ

け
て
あ
り
ま
す
。（隈

部
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

81

市指定

所在地

地図

80

鹿本町
庄

彫刻

P.140

彫
｜
７

90

菊鹿町
相良 相良寺

91P.138

彫
｜
８

あ
い
ら
じ 

せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん
ぞ
う

彫刻

相
良
寺
千
手
観
音
像

せ
ん
ぷ
く
じ
あ
と 

び
し
ゃ
も
ん
て
ん
ぞ
う

お
よ
び 
し
ょ
う
か
ん
き
て
ん
ぞ
う

泉
福
寺
跡
毘
沙
門
天
像
及
び

聖
歓
喜
天
像

　

泉
福
寺
は
、
平
安
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
真
言
宗
の
お
寺
で
、
繁
栄
、
荒
廃
を
繰
り
返
し
、
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
像
は
、
泉
福
寺
の
本
尊
で
あ
る
毘
沙
門
天
と
秘

仏
の
聖
歓
喜
天
を
指
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 （
芹
川
）

聖
歓
喜
天
は
秘
仏
の
た
め
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

正
し
く
は
、「
千せ
ん
じ
ゅ手

千せ
ん
げ
ん眼

観か
ん

自じ
ざ
い在

菩ぼ
さ
つ薩

」

と
い
い
ま
す
。
膝
張

二
・
二
㍍
、
台
座
二
・

四
×
一
・
八
㍍
、
胎
内

銘
か
ら
、
永え

い
し
ょ
う正
十
四

（
一
五
一
七
）
年
に

作
ら
れ
た
も
の
と
判

明
し
て
い
ま
す
。
頭

部
に
は
十
一
面
を

表
し
、
躰
部
に
は

四
〇
手
あ
っ
て
そ
れ

に
二
十
五
有
界
を
乗

じ
て
千
手
を
表
し
ま

す
。
木
彫
り
坐
像
観

音
と
し
て
は
、
日
本

最
大
の
も
の
で
す
。

（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

8283

市指定

所在地

地図

菊鹿町
相良 相良寺

92

彫刻

P.141

彫
｜
９

菊鹿町
上永野清潭寺 

93

彫刻

P.140

木
板
を
彫
っ
た
薄
型
の
不
動
尊
で
、
折
り
た
た
み
式
の
箱
に

貼
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。
中
心
に
不
動
明
王
、
左
右
に
二
童

子
を
従
え
る
三
尊
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
菊
池
武
光
が
出
陣
の
際
に
携

帯
し
て
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
事
務
局
）

彫
｜
10

せ
い
た
ん
じ 

じ
ゅ
う
ろ
く
ら
か
ん

き
く
ち
た
け
み
つ
じ
ん
ち
ゅ
う 

や
よ
け
ま
も
り 

ほ
ん
ぞ
ん 
ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う

清
潭
寺
十
六
羅
漢

菊
池
武
光
陣
中
矢
除
守
本
尊

不
動
明
王

　

中ち
ゅ
う
そ
ん
ぼ
さ
つ

尊
菩
薩
像（
修

行
中
の
釈し

ゃ
か迦

の
姿
）

が
主
座
を
占
め
、

そ
れ
を
中
心
に

左
右
に
各
八
体
の

十
六
羅
漢
像
が
ほ

ぼ
完
全
な
姿
で
並

ん
で
い
ま
す
。
中

尊
菩
薩
像
の
蓮れ

ん
だ
い台

に
「
享
保
第
九
甲

辰
霜
月
十
五
日
清

潭
中
興
沙
門
面
山

彫
刻
拝
」
の
銘
が

あ
り
ま
す
。（

竹
下
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

8283

市指定

所在地

地図

日
輪
寺
梵
鐘

杉
日輪寺

94

工芸

に
ち
り
ん
じ 

ぼ
ん
し
ょ
う

P.141

工
｜
１

緒
方
家
工
芸
品

鹿本町
高橋

95

工芸

P.140

工
｜
２

お
が
た
け 

こ
う
げ
い
ひ
ん

　

高
さ
一
一
五
㌢
、
直
径
七
〇
㌢
の
銅
製
の
鐘
で
す
。
銘

文
に
は
、
銅
銭
百
貫
文
を
以
て
鋳
造
し
た
こ
と
や
中
興
沙

門
懐え

義ぎ

を
筆
頭
と
し
た
製
作
関
係
者
な
ど
が
彫
ら
れ
、
正

平
十
三
（
一
三
五
八
）
年
の
銘
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
橋
本
）

　

細
川
家
に
仕
え
て

い
た
緒
方
家
に
代
々

伝
わ
る
工
芸
品
で

す
。
室
町
時
代
の
も

の
と
さ
れ
る
松ま

つ
の
も
ん紋
蓬ほ

う

莱ら
い

鏡き
ょ
う

を
は
じ
め
、
尾

形
光こ

う

琳り
ん

の
蒔ま

き

絵え

長ち
ょ
う
ほ
う方

盆
、
九
曜
紋
純
銀
茶

碗
、
銅
製
細
川
葵
紋

水
差
、
柳や

な

瀬せ

南な
ん

甫ぽ

の

掛
軸
な
ど
、
貴
重
な

品
が
所
有
さ
れ
て
い

ま
す
。 　

    （
宮
崎
）

九曜紋純銀茶碗

銅製細川葵紋水差

蒔絵長方盆

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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8485

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

相
良
寺
鰐
口

菊鹿町
相良 相良寺

96

工芸

P.138

工
｜
３

あ
い
ら
じ
わ
に
ぐ
ち

光
巌
寺
海
獣
葡
萄
鏡

菊鹿町
上永野 光巌寺

97

工芸

P.140

工
｜
４

こ
う
ご
ん
じ 

か
い
じ
ゅ
う
ぶ
ど
う
き
ょ
う

　

青
銅
製
で
扁
平
円

形
の
二
板
を
合
わ
せ

て
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
室
町
時
代
後
期

の
作
で
県
下
最
大
級

の
物
で
す
。
外
区
の

銘め
い

帯た
い

に
陰
刻
が
、
内

区
の
撞つ

き

座ざ

に
は
八
葉

の
蓮
華
文
が
あ
り
ま

す
。
銘
文
に
は
、
天

文
十
七（
一
五
四
八
）

年
に
東ひ

が
し

常ひ
た
ち
の陸
介す

け

が
子

孫
繁
昌
を
願
い
寄
進

し
、
井
上
掃か

も
ん
の
す
け

部
助
が

制
作
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
（
竹
下
）

　

一
五
〇
〇
年
程
前

の
中
国
六り

く
ち
ょ
う朝

時
代
の

青
銅
鏡
で
隈く

ま
べ
ち
か
な
が

部
親
永

が
所
有
し
て
い
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
裏
面
に
葡
萄

唐
草
と
海
獣
（
馬
と

海
亀
と
麒
麟
を
合
成

し
た
中
国
古
代
の
架

空
動
物
）
の
装
飾
を

も
つ
円
鏡
で
す
。

　

渡
来
の
経
路
な
ど

は
不
明
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
（
青
木
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古
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無
形

  

文
化
財

市  

無
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文
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財

市  
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形

  

文
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財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗
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無
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民
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無
形

  

　
民
俗
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名
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勝
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8485

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

光
敬
寺
菊
池
千
本
槍

菊鹿町
上永野 光巌寺

98

工芸

P.140

工
｜
５

こ
う
き
ょ
う
じ 

き
く
ち
せ
ん
ぼ
ん
や
り

工芸

　

正
し
ょ
う
へ
い平

年
間
（
十
四
世
紀

後
半
）
の
延
寿
園
吉
の
作

と
さ
れ
、
曽
我
家
（
光
敬

寺
）
に
代
々
伝
わ
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
曽
我
家
は

相さ
が
み
の
く
に

模
国
（
神
奈
川
県
）
の

住
人
で
し
た
が
、
箱
根
竹

の
下
で
菊
池
千
本
槍
に
よ

っ
て
勝
利
し
た
菊
池
武た

け

重し
げ

公
に
従
い
、
家
臣
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

肉
厚
の
短
刀
の
よ
う
な

姿
で
す
。　
　
　
（
青
木
）

　

親
永
木
像
は
、
荒
削

り
で
容
姿
に
威
厳
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
底
面
に

「
為
亡
隈
部
但
馬
守
親
永

公
敬
造
木
佛
早
離
三
塗

天
正
十
六
年
閏
四
月
八

日
肥
後
国
永
野
清
潭
寺

常
住
」
と
墨
書
銘
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

位
牌
は
、
全
体
が
黒

塗
で
、
蓮
台
と
台
座
部

は
金
箔
が
押
さ
れ
て
い

ま
す
。、
表
面
に
は
「
釈

空
山
隈
部
刑
部
介
但
馬

守
親
永
公
霊
位
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。（

竹
下
）

清
潭
寺
隈
部
親
永
木
像
及
び
位
牌

菊鹿町
上永野 清潭寺

99P.140

工
｜
６

せ
い
た
ん
じ 

く
ま
べ
ち
か
な
が
も
く
ぞ
う

お
よ
び 

い
は
い

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
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書

市
古
文
書

市
古
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書
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無
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史
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史
跡
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天
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記
念
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記
念
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天
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記
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無
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無
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8687

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

工芸

中
川
八
幡
宮
鳥
居
の
透
か
し
を

持
つ
懸
け
鏡

鹿本町
中川  川北

100P.140

工
｜
７

な
か
が
わ
は
ち
ま
ん
ぐ
う 

と
り
い
の
す
か
し

を
も
つ 
か
け
か
が
み

　

安
土
桃
山
時
代
に

作
ら
れ
た
懸
け
鏡

で
、
鳥
居
の
透
か
し

が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
反は

ん

ほ

ん

ぢ

本
地
垂す

い
じ
ゃ
く迹

説

（
仏
は
神
が
化
身
し

た
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
説
）
が
、
こ
の

地
方
に
も
浸
透
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
資

料
で
す
。
製
作
年〔
天

正
十
八
（
一
五
九
〇
）

年
〕
と
作
者
（
次
右

衛
門
）
の
銘
が
あ
り

ま
す
。　
　
（
隈
部
）

大
光
寺
文
書

鹿本町
来民 大光寺

101

古文書

P.140

文
｜
１

だ
い
こ
う
じ
も
ん
じ
ょ

　

新
町
絵
図
（
宝
暦

十
三
〔
一
七
六
三
〕
年
）、

安
永
新
町
町
屋
細
図
、

中
村
手て

な

が永
口
上
之
覚

（
宝
暦
七
〔
一
七
五
七
〕

年
）、
中
村
手
永
御
蔵

納
萬
御
手
鑑
（
宝
暦
二

〔
一
七
五
二
〕
年
）
の
四

点
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
新
町
絵
図

は
、
幅
七
四
㌢
、
長
さ

五
八
〇
㌢
の
紙
に
、
当

時
の
来く

た

み民
の
町
並
み
や

家
屋
の
構
造
、
間
口
な

ど
が
丁
寧
に
描
か
れ
て

あ
り
、
当
時
の
町
屋
の

実
態
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　
　

 （
大
墨
）

新町絵図　大光寺部分

写
真
提
供　

山
鹿
市
商
工
会

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

御
宇
田
氏
家
系
図

鹿本町
御宇田

102

古文書

P.140

文
｜
２

み
う
た
し
か
け
い
ず

山
鹿
湯
町
絵
図

鍋田
博物館

103

古文書

P.141

文
｜
３

や
ま
が 

ゆ
ま
ち
え
ず

　

御
宇
田
地
方
の
領
主
で

あ
っ
た
御
宇
田
氏
の
系

図
で
す
。
初
代
光み

つ
し
げ重

が

御
宇
田
氏
を
名
乗
り
、
こ

の
地
に
居
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
延え

ん
ち
ょ
う長

三
（
九
二
五
）
年
と
あ
り
、

そ
れ
か
ら
六
一
代
政ま

さ
ひ
さ久
に

い
た
る
家
譜
が
、
横
系
図

形
式
で
書
か
れ
て
い
ま

す
。
永え

い
し
ょ
う正
年
間（
一
五
〇
四

～
二
〇
）
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

（
大
墨
）

 

江
戸
時
代
中
期
頃
、

宝
暦
十
三
（
一
七
六 

三
）
年
に
作
成
さ
れ

た
絵
図
で
す
。
豊
前

街
道
筋
を
中
心
に
、

建
物
の
間
口
や
住
人

の
氏
名
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時

の
湯
町
の
町
並
み

や
、
施
設
な
ど
が
分

か
る
貴
重
な
史
料
で

す
。　
　
（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

鹿
郡
旧
語
伝
記

鍋田
博物館

古文書

P.141

文
｜
４

か
ぐ
ん
き
ゅ
う
ご
で
ん
き

前
田
学
校
教
科
書

鹿本町
来民

古文書

P.140

文
｜
５

ま
え
だ
が
っ
こ
う
き
ょ
う
か
し
ょ

　

江
戸
時
代
中
期（
安

永
元
〔
一
七
七
二
〕

年
）、
山
鹿
湯
町
の
山

下
甚じ

ん

左ざ

右え

も

ん

衛
門
親ち

か

之ゆ
き

（
風ふ

う

斜し
ゃ

）
が
、
山
鹿
郡

内
の
歴
史
や
伝
承
、

自
然
な
ど
を
記
し
た

郷
土
誌
で
す
。
山
鹿

灯
籠
の
起
源
や
温
泉

の
ほ
か
、
史
跡
名
勝

な
ど
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。　
（
事
務
局
）

104

105

　

明
治
四
（
一
八
七

一
）
年
に
設
け
ら
れ

た
、
前
田
学
校
で
使

用
さ
れ
た
教
科
書
で

す
。
小
学
読
書
教
本

や
大
日
本
国く
に

尽
づ
く
し

読よ
み

手て

本ほ
ん

、
手
習
集
手

本
、
諸
文
章
集
本
な

ど
十
四
冊
が
残
っ
て

い
ま
す
。
前
田
学
校

は
、
上
御
宇
田
村
前

田
（
現
在
の
鹿
本
中

学
校
の
南
西
）
に
あ

り
ま
し
た
。（
大
墨
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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8889

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

日
輪
寺
制
札

杉
日輪寺

古文書

P.141

文
｜
６

に
ち
り
ん
じ 

せ
い
さ
つ

鍋田
博物館

107

古文書

P.140

106

　

慶
長
十
三
（
一
六

〇
八
）
年
に
掲
げ
ら

れ
た
高
札
の
制
札

で
す
。

　

日
輪
寺
の
竹
木

の
刈
り
取
り
、
牛
馬

の
進
入
、
野
火
を
放

つ
こ
と
の
禁
止
命

令
を
、
加
藤
清
正
の

家
臣
岩
崎
源
左
衛

門
の
名
で
発
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。（

橋
本
）

　

長
さ
二
㍍
余
り
の
巻

物
で
、「
右
大
体
は
、

合
戦
の
出
立
に
異
な
ら

ず
。
其
故
は
如
何
と
な

ら
ば
、
初
心
の
児
童
登

山
の
時
は
、
武
士
の
戦

に
向
う
が
如
く
。」
で

始
ま
り
、
寺
や
山
に
勉

強
に
行
く
こ
と
は
、
武

士
が
戦
場
に
行
く
の
と

同
じ
で
あ
る
と
、
勉
学

や
鍛
錬
に
対
す
る
態
度

を
教
え
て
い
ま
す
。

（
竹
下
）

清
潭
寺
隈
部
親
永
初
登
山
教
訓
書

文
｜
７

せ
い
た
ん
じ 

く
ま
べ
ち
か
な
が 

は
つ
と
ざ
ん
き
ょ
う
く
ん
し
ょ

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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91

市指定

所在地

地図

90

市指定

所在地

地図

光
巌
寺
隈
部
親
永
出
陣
の
書

菊鹿町
上永野 光巌寺

古文書

P.140

文
｜
８

こ
う
ご
ん
じ 

く
ま
べ
ち
か
な
が 

し
ゅ
つ
じ
ん
の
し
ょ

光
巌
寺
隈
部
物
語

菊鹿町
上永野 光巌寺

109

古文書

P.140

文
｜
９

こ
う
ご
ん
じ 

く
ま
べ
も
の
が
た
り

108

　

永え
い
ろ
く禄

二
（
一
五
五
九
）
年
五
月
、
木き

の野
城
主
木
野
親ち

か

政ま
さ

の
死
後
、
そ
の
所
領
を
め
ぐ
っ
て
赤
星
親ち

か

家い
え

道ど
う

雲う
ん

と
隈

部
親
永
に
よ
る
合あ

わ
せ
が
わ

瀬
川
の
合
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

書
は
道
雲
の
大
軍
を
合
瀬
川
に
迎
え
撃
と
う
と
館
を
出
る

時
、
親
永
の
決
意
を
示
し
た
墨
跡
で
す
。  　

     （
青
木
）

　

菊
池
氏
が
滅
亡
し

国
人
割か
っ
き
ょ拠

の
時
代
、

そ
の
筆
頭
と
な
っ
た

隈
部
氏
の
歩
み
を
語

り
伝
え
る
、
音
読
文

語
体
で
書
か
れ
た
伝

記
で
す
。
特
に
合
瀬

川
合
戦
の
部
分
は
、

よ
け
枕
（
横
枕
）
の

地
名
の
起
源
と
な
っ

た
赤
星
蔵く
ろ
う
ど人
の
戦
死

の
模
様
が
鮮
や
か
に

描
写
さ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
（
青
木
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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91

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

90

原
口
家
砕
玉
談

菊鹿町
下内田 島田

古文書

P.140

文
｜
10

は
ら
ぐ
ち
け
さ
い
ぎ
ょ
く
だ
ん

緒
方
家
文
書

鹿本町
高橋

111

古文書

P.140

文
｜
11

お
が
た
け
も
ん
じ
ょ

110

　

下
内
田
村
の
九
代

目
庄
屋
で
あ
っ
た

原
口
五
一
郎
が
、
諸

記
録
の
散
逸
を
心
配

し
て
、
天
保
十
二
年

か
ら
明
治
二
十
八
年

ま
で
（
一
八
四
一
～

一
八
九
五
）
の
下
内

田
村
に
関
す
る
膨
大

な
重
要
記
録
を
編

集
、
書
写
し
た
も
の

で
す
。　
　
（
竹
下
）

　

細
川
家
に
仕
え
て
い

た
緒
方
家
の
文
書
、
約

八
〇
点
で
す
。

　
「
御
赦
免
開
坪
附

帳
順
番
表
（
文
政
七

〔
一
八
二
四
〕
年
）」
や

「
隈
本
城
之
事
（
享
和
二

〔
一
八
〇
二
〕
年
）」
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。（

宮
崎
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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93 92

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

清
潭
寺
隈
部
親
永
書
状

菊鹿町
上永野清潭寺

古文書

P.140

文
｜
12

せ
い
た
ん
じ
く
ま
べ
ち
か
な
が

し
ょ
じ
ょ
う

西
得
寺
文
書

菊鹿町
長　西得寺

113

古文書

P.140

文
｜
13

さ
い
と
く
じ
も
ん
じ
ょ

112

　

二
通
の
古
文
書

は
、
詩
文
で
書
か

れ
、「
隈
部
公
愛
吟

奉
備
後
三
郎
嘉
歴
旗

天
地
」
と
親
永
が
自

刃
に
至
る
経
過
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。
備び

ん

後ご

三さ
ぶ
ろ
う郎
は
、
児こ

島じ
ま

高た
か

徳の
り

と
い
う
南
北
朝
時

代
の
武
将
の
こ
と
で

す
。
清
潭
寺
常
住

沙し
ゃ
も
ん門

観か
ん
き
ょ
う

境
の
署
名
と

押
印
が
あ
り
ま
す
。

 （
竹
下
）

　

天
正
年
間
（
一
六
世
紀
後
半
）
の
も
の
で
、
隈
部
親
永
が
、

家
臣
の
月つ

き

足あ
し

主も
ん

殿ど
の

助す
け

へ
宛
て
た
書
状
な
ど
で
す
。
隈
部
親
永

知
行
預
ケ
状
・
某
宛
行
状
・
某
宛
行
状
・
某
宛
行
坪
付
・
某

宛
行
坪
付
の
五
通
の
文
書
が
一
軸
に
表
装
さ
れ
て
い
ま
す
。                             

（
竹
下
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  
名
勝

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

93

市指定

所在地

地図

92

多
田
隈
家
文
書

熊本市
県立図書館

古文書

文
｜
14

た
だ
く
ま
け
も
ん
じ
ょ

鹿
本
商
工
高
校
出
土
銅
矛

鍋田
博物館

114

考古資料

P.141

考
｜
１

か
も
と
し
ょ
う
こ
う
こ
う
こ
う
し
ゅ

つ
ど
ど
う
ほ
こ

　

多
田
隈
家
は
、
江
戸

時
代
の
惣
庄
屋
と
し

て
、
荒
尾
、
深
川
（
菊

池
市
）、
南
関
、
沼
山

津
（
熊
本
市
）、
坂
下

村
（
南
関
）
を
回
り
、

最
後
に
中な
か
ど
み富

へ
や
っ
て

来
ま
し
た
。
各
地
に
は

現
在
も
多
田
隈
姓
が
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

惣
庄
屋
と
し
て
多
大
の

影
響
を
与
え
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
現
在
は
熊

本
県
立
図
書
館
で
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
多
田
隈
）

昭
和
二
十
年
代
、
大
雨
に
よ
る
崖
崩
れ

の
被
害
に
遭
い
、
約
二
千
点
の
古
文
書

が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
五
千
点
弱
の
文

書
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
か
ら
約
一
九
〇
〇

年
前
（
弥
生
時
代
後
期
）

に
使
わ
れ
た
青
銅
製
の

祭
器
で
、
武
器
の
矛
を

象
っ
た
も
の
で
す
。
当

時
青
銅
製
品
は
、
大
変

貴
重
な
も
の
で
し
た
。

全
長
は
七
八
㌢
で
、
重

さ
は
一
五
〇
〇
㌘
と
重

量
感
が
あ
り
ま
す
。

 

昭
和
七
年
、
鹿
本
中
学

校
（
現
鹿
本
商
工
高
校
）

校
内
で
作
業
中
に
発
見

さ
れ
ま
し
た
。（

事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝

(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   93(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   93 2024/05/23   17:282024/05/23   17:28



95 94

市指定

所在地

地図

市指定

所在地

地図

方
保
田
古
墳
石
室

方保田
大道小学校

考古資料

P.141

考
｜
２

か
と
う
だ
こ
ふ
ん
せ
き
し
つ

柿
原
出
土
尖
頭
器

鍋田
博物館
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考古資料

P.141

考
｜
３

か
き
ば
る
し
ゅ
つ
ど 

せ
ん
と
う
き

　

古
墳
時
代
終
わ
り

ご
ろ
（
今
か
ら
約

一
四
〇
〇
年
前
）
に

造
ら
れ
た
古
墳
の
石

室
で
す
。
大
き
な
石

を
組
み
合
わ
せ
て
部

屋
を
造
り
、
そ
こ
に

遺
体
を
安
置
し
ま
し

た
。
も
と
は
大
道
小

学
校
の
東
側
に
あ
っ

た
も
の
が
、
石
室
だ

け
現
在
の
場
所
に
移

さ
れ
、
復
元
さ
れ
ま

し
た
。   （
事
務
局
）
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旧
石
器
時
代
後
期

（
今
か
ら
約
一
万
五
千

年
前
）
の
も
の
と
さ

れ
る
槍
先
で
、
サ
ヌ

カ
イ
ト
と
い
う
石
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
さ
二
五
・
五
㌢
、
幅

は
四
・
〇
㌢
で
す
。
昭

和
四
十
年
、
標
高

一
八
〇
㍍
の
丘
陵
頂

上
の
み
か
ん
畑
を
掘

削
中
に
発
見
さ
れ
ま

し
た
。　

 （
事
務
局
）

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
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無
形

  

文
化
財
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有
形

  

　
民
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史
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国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
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物

市
建
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市工芸市工芸

市
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文
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市  

史
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史
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天
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民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝
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市指定

所在地

地図

95 94

椎
持
南
出
土
尖
頭
器
・
両
刃
礫
器

鍋田
博物館

考古資料

P.141

考
｜
4

し
い
も
ち
み
な
み
し
ゅ
つ
ど

せ
ん
と
う
き
・
り
ょ
う
ば
れ
っ
き
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山鹿市の文化財施設のご案内（その１）

山
鹿
市
立
博
物
館

山
鹿
市
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　

菊
池
川
流
域
の
考
古
・
歴
史
・
民
俗
資

料
を
中
心
に
約
三
千
点
の
資
料
を
収
蔵
、

展
示
し
て
い
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

■
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

　
　
　
　
　

年
末
年
始

■
入
館
料　

大
人
二
七
〇
円

　
　
　
　
　

子
ど
も
七
〇
円

　
　
　
　
　
（
団
体
割
引
は
一
五
名
以
上
）

■
地
図　
　

一
三
七
頁　

左
上　
　

ほ
か

　

方
保
田
東
原
遺
跡
を
中
心
に
、
山
鹿
市

内
で
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
（
土
器
、石
器
）

を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
方
保
田
東
原
遺
跡

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

■
休
館
日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　
　

年
末
年
始

■
入
館
料　

無
料

■
地
図　
　

一
三
七
頁　

中
央
右
側　
　

20
２

　

今
か
ら
約
一
万
五

千
年
前
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
サ
ヌ
カ
イ

ト
製
の
石
器
で
す
。

　

椎
持
の
鎌か
ま
た
け岳

南
麓

の
畑
で
農
作
業
中
に

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

山
鹿
市
の
数
少
な
い

旧
石
器
時
代
資
料
の

一
つ
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
（
事
務
局
）
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